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Ⅰ はじめに 

１ 主題 

小・中学校理科における科学的に探究する学習の進め方に関する研究 

 

２ 主題設定の理由 

学習指導要領で目指す「科学的に探究する学習」の実践に向けた取組は、各種調査から教員側の準備

がまだ十分とは言えない状況がみられることから、有効な手立てを講じることが不可欠であると考えた。 

これを踏まえ、科学的に探究する学習の進め方について様々なアイデアを検討し、有効な手立てを検

証して授業デザインを示すことにより、県内の小・中学校教員の指導技術向上に寄与し、児童生徒に必

要な資質・能力の育成につながると考え、本主題を設定した。 

  

３ 平成29年改訂学習指導要領との関わり  

現代は、生産年齢人口の減少、グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により、社会構造や雇用

環境は大きく、また急速に変化しており、予測が困難な時代となっている。そのため、学校教育には、

子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくことや、様々な情報を

見極め、知識の概念的な理解を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくことができ

るようにすることなどが求められている。 

そこで、改訂学習指導要領では、これまでも学校教育で育成を目指してきた「生きる力」がより具体

化され、教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力が、以下の三つの柱に整理された。そして、各

教科等の目標や内容についても、この三つの柱に基づいて再整理された。 

   ○ 生きて働く「知識及び技能」 

○ 未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」 

○ 学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」 

さらに、子供たちがこれからの時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学

び続けることができるようにするために、学習の質を一層高める授業改善の取組を活性化していくこと

が必要である。同時に、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けたアクティブ・ラーニングの視点に

立った授業改善の推進やリカレント教育の推進が求められている。 

併せて、小・中学校理科では理科の見方・考え方を働かせ、科学的に探究するために必要な資質・能

力の育成が明記された。科学的に探究する学習は、従前から重要視されていたが、これからは新たに理

科で育成する資質・能力をより明確にし、一層の充実が求められていると言える。 

 

４ 全国学力・学習状況調査と理科教員対象の調査 

平成30年度に実施された全国学力・学習状況調査（以下「全国学調」という）では、中学校理科の科

学的に探究する場面について解答する問題で、千葉県は、正答率が全国平均と比べ 5.8 ポイント低い値

であった。これに対し、令和４年度の全国学調では、正答率が全国平均と比べ2.1 ポイント低い値であ

り、改善が見受けられた。しかし、令和４年度全国学調は、科学的に探究する問題を数多く扱っており、

全国平均正答率が49.3％と５割を下回る結果であり、対策が必要であると考えられる。 
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また、令和４年度全国学調における国立教育政策研究所による調査結果資料、「相関係数［児童（生徒）

質問紙－教科（理科）］」では、観察や実験をもとに考察すること（小・中学校）や、観察・実験の進め

方を振り返ること（中学校）と理科の点数には、正の相関が認められ、科学的に探究する過程の１つで

ある考察や振り返りが、学力向上にとって重要な資質・能力であることが示されている。 

さらに、全国の中学校（国公私立）理科教員を対象に行っているBenesse 教育総合研究所による平成

22年の調査では、理科教員が不安視する授業内容として「探究的な学習」が５割を超えていることが示

されている。そして、平成30 年の同調査では「『科学的に探究しようとする態度』を７割以上の生徒が

身に付けている」と回答した教員は２割弱に留まり、主体性や探究する態度を育むような指導と評価の

在り方を確立することが必要である。 

 

Ⅱ 研究の目的 

小・中学校理科における、科学的に探究する学習に有効な授業デザインを開発する。 

また、本研究の成果を「授業デザイン集」および「指導資料」として県内に広めることで、教員の指

導力向上に寄与するとともに、児童生徒に必要な資質・能力の育成を目指す。 

 

Ⅲ 研究の概要 

１ 研究組織 

（１） 講師 

大山 光晴  秀明大学         教  授     

（２） 研究協力員 

伊勢﨑 慧  銚子市立銚子中学校    教  諭    （Ｒ２～４） 

戸刺 悟    成田市立美郷台小学校   教  諭    （Ｒ２～４） 

松本 邦宏  市川市立中山小学校    教  諭    （Ｒ２～４） 

田中 秀明  袖ケ浦市立蔵波小学校   教  諭    （Ｒ２～３） 

藤平 健太  いすみ市立東小学校教諭  教  諭    （Ｒ２～３） 

安藤 春樹  野田市立北部中学校    主幹教諭    （Ｒ２） 

篠原 孝司  大網白里市立大網中学校  教  諭    （Ｒ２） 

  

    ＊所属は委嘱最終年度の在籍校 

    ＊篠原教諭には、令和３年度・４年度に授業アドバイザーとして協力をいただいた。 

 

２ 研究経過 

（１）研究年度１年目（令和２年度） 

月 内      容 

４～５ 情報収集及び研究計画作成 

６ 第１回研究協力員会議の実施 

 研究目的と研究内容の紹介 

６～12 授業デザイン集（サンプル）と指導資料（サンプル）の立案 
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11 第２回研究協力員会議の実施 

授業デザイン集（サンプル）と指導資料（サンプル）の検討 

２ 中間報告 

千葉県総合教育センター・子どもと親のサポートセンター研究発表会 

（２）研究年度２年目（令和３年度） 

月 内      容 

４ 情報収集及び研究計画の修正 

５ 第１回研究協力員会議の実施（オンライン会議） 

授業デザイン集（サンプル）と指導資料（サンプル）の検討 

６ 研究協力員による検証授業   

「ビンの中の火が消えるのは、二酸化炭素・窒素・酸素のどこに原因があるのか？」 

授業者：市川市立中山小学校 教諭 松本 邦宏 

授業デザイン集（サンプル）の活用・検討 

６～12 授業デザイン集（サンプル）と指導資料（サンプル）の立案 

実態調査  

授業を実施する上での課題等を調査・分析 

対象：小・中学校の初任者と中堅教諭 方法：アンケートによる分析 

10 研究協力員による検証授業   

「ドライアイスはどのように状態変化するか調べよう」 

授業者：銚子市立銚子中学校 教諭 伊勢﨑 慧 

授業デザイン集（サンプル）の活用・検討 

11 第２回研究協力員会議の実施 

授業デザイン集（サンプル）と指導資料（サンプル）の検討 

２ 中間報告 

千葉県総合教育センター・子どもと親のサポートセンター研究発表会 

（３）研究年度３年目（令和４年度） 

月 内      容 

４～12 授業デザイン集（サンプル）と指導資料（サンプル）の立案 

６ 第１回研究協力員会議の実施 

今年度の調査研究の方向性について 

６～11 意識調査アンケート 

授業デザイン集（サンプル）と指導資料（サンプル）の検証  

①対象：児童生徒      方法：事前アンケートと事後アンケートにより検証 

②対象：小・中学校の教員  方法：アンケートにより検証 

６～12 授業デザイン集と指導資料の作成 

９～２ 報告書の作成 

11 第２回研究協力員会議の実施 

今年度の調査研究の報告について 

２ 指導資料（ポスター）を県内公立小・中学校及び特別支援学校（小・中学部）へ配付 

最終報告 

千葉県総合教育センター・子どもと親のサポートセンター研究発表会 

３ 報告書の発行 
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図 1 研究の構想 

Ⅳ 研究の内容 

理科の目標である、育成すべき資質・能力の一つに「科学的に探究する力」があり、子供たちに科

学的に探究する力を養う理科の授業づくりが求められている。本研究は、以下図１の構想に基づいて行

った。 

 

本研究では、「科学的に探究する力」を養う授業の実践に向けて、教員の役に立ち楽しく授業を行う

ための資料である「授業デザイン集」と、児童生徒が理科の見方・考え方を働かせるための道具である

「指導資料」を作成した。指導資料には、「理科の学習の進め方ポスター（*1）」「理科の見方ポスター

（*2）」「理科の見方動画」「思考ツール活用ポスター（*3）」「探究授業及び学習課題例一覧」の五つが

ある。また、指導資料*1は問題解決の過程を示したもので、千葉県の実践モデルプログラムとも対応

している。そして、本研究の成果を広く普及するため、指導資料*1～*3などを、県内の全公立小・中

学校及び特別支援学校（小・中学部）に配付する。このポスターは主に理科室への掲示を想定し、児童

生徒及び指導者にとって、分かりやすく役立つものを目指し作成した。 

 

１ 授業デザイン集 

教員が指導や評価で活用できる「探究学習を進める上で必要とする資料」であり、小学校３年生から

中学校３年生までの各学年に一つずつ、合計七つの資料を作成した（次ページ表１）。既存の指導案集と

は異なり、「理科の見方・考え方」「指導の工夫」「板書例」「評価の計画」「主体的・対話的で深い学び」

などに焦点を置いて構成している（次ページ図２）。理科指導の経験がそれほど多くはない教員でも、科

学的に探究する学習を実践してみたいと思えるように作成した授業実践集である。併せて、思考ツール

の使用例などを示して、教員が教え込むのではなく、児童生徒自身が気付く場面や、考える方法及び場

面を掲載した。 
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表1 各学年で授業デザイン集に取り上げた単元、学習の過程 

 学年 単元名 学習過程 

小 

学 

校 

3年 磁石の性質 自然事象に対する気付き→課題の設定 

4年 季節と生物 課題の設定→仮説の設定、学習の過程の見通しと振り返り 

5年 天気の変化 仮説の設定→検証計画の立案 

6年 燃焼の仕組み 仮説の設定→検証計画の立案、観察実験の実施 

中 

学 

校 

1年 身の回りの物質  

2年 電流とその利用 課題の把握→探究→解決 

3年 運動とエネルギー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 指導資料 

科学的に探究する学習を実践するための、道具として活用する資料を５種類、計10点作成した。児童

生徒が探究の過程を学ぶ「理科の学習の進め方ポスター」及び、理科の見方・考え方を学ぶ「理科の見

方ポスター」「理科の見方動画」「思考ツール活用ポスター」がある。また、「探究授業及び学習課題例一

覧」は、教員が探究する授業に取り組みやすくするための学習課題例を示したものである。 

 

（１） 理科の学習の進め方ポスター 

理科は、探究の過程を通じた学習活動を行い、それぞれの過程において、資質・能力が育成されるよ

う指導の改善を図ることが重要である。この過程をポスターとして掲示し、授業内で活用しながら進め

板書

例 

学習 

過程 指導の

工夫 

図 2 授業デザイン集の例 
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図 3 資質・能力を育むための重視すべき学習過程のイメージ 

ることで、教員だけでなく、児童生徒にとっても学習過程の見通しがもてるように作成した。小学校学

習指導要領解説理科編において、「児童が見通しをもつことの意義」について、以下のように示されている。   

「児童は、既習の内容や生活経験を基にしながら、問題の解決を図るための根拠のある予想や仮説、

さらには、それを確かめるための観察、実験の方法を発想することになる。これは、児童が自分で発想

した予想や仮説、そして、それらを確かめるために発想した解決の方法で観察、実験などを行うという

ことであり、このようにして得られた観察、実験の結果においても、自らの活動としての認識をもつこ

とになる。このことにより、観察、実験は児童自らの主体的な問題解決の活動となるのである。」 

また、中学校学習指導要領解説理科編において、「資質・能力を育成する学びの過程についての考え方」

について、以下のように示されている。 

「探究の過程全体を生徒が主体的に遂行できるようにすることを目指すとともに、生徒が常に知的好

奇心を持って身の回りの自然の事物・現象に関わるようになることや、その中で得た気付きから疑問を

形成し、課題として設定することができるようになることを重視すべきである。」 

このように、理科の学習を進めるにあたり、教員が課題を与えたり実験方法を提示したりするのでは

なく、児童生徒が見通しをもち、自然の事物・現象に対して課題を設定し、その解決のための観察、実

験の方法を発想する過程を何度も経験することが、科学的に探究する態度を養うために重要である。 

理科の学習の進め方ポスター（次ページ図４・図５）は、中学校学習指導要領解説理科編に示された

探究の過程（図３）と関連させ、「仮説の設定」や「結果の処理」などといった探究の過程を示し、その

時の具体的な様子の例をイラストと吹き出しを用いて児童生徒に親しみやすい構成にした。小学校版、

中学校版ともに、ＱＲコードから、「課題の設定」や「考察・推論」など八つの探究過程での具体例やポ

イント（次ページ図６）を読み取れるようにした。 
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図 4 理科の学習の進め方ポスター（小学校版） 

図 6 ＱＲコードから読み取れる情報の例（各過程での具体例やポイント） 

図 5 理科の学習の進め方ポスター（中学校版） 
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図 8 理科の見方ポスター（中学校版） 図 7 理科の見方ポスター（小学校版） 

（２） 理科の見方ポスター 

平成29年改訂学習指導要領（以下「学習指導要領」という）では、問題解決の過程において、自然の

事物・現象をどのような視点で捉えるのかという「見方」については、理科を構成する領域ごとに整理

されている。自然の事物・現象を、「エネルギー」を柱とする領域では「量的・関係的」な見方、「粒

子」を柱とする領域では「質的・実体的」な見方、「生命」を柱とする領域では「共通性・多様性」の

見方、「地球」を柱とする領域では「時間的・空間的」な見方で示されている。ただし、これらは領域

固有のものではなく、その強弱はあるものの、他の領域でも用いられる見方である。 

また、探究の過程において、これらの見方を必要に応じて組み合わせることも大切である。そして、児童生

徒が「見方」を習得していくことにより、様々な情報を見極め、知識の概念的理解を実現し、情報を再構成す

るなどして新たな価値につなげられるようになることが求められている。そこで、自然事象に対する気付きの

例を示すポスターを作成した。 

理科の見方ポスター小学校版（図７）は、千葉県の県花である「なのはな」を題材に、「なのはなは

他の花と比べて、たくさんの小さな花がついている。（量的・関係的な視点）」や「なのはなに似た植

物はどう種類分けするのか？（共通性・多様性の視点）」など、四つの視点でなのはなを見たときの捉

え方を具体的な例で示し、小学生が身近な植物である「なのはな」を、普段とは異なる視点で捉えるこ

とができるようにまとめたものである。中学校版（図８）は「ろうそく」を題材に、「びんの中の酸素

がなくなるまでろうそくを燃やすとどうなるだろう？（量的・関係的な視点）」や「ろうそくの芯は燃

えていないが、どうしてだろう？（質的・実体的視点）」など、四つの視点でろうそくを見たときの捉

え方を具体的な例で示し、生徒が新たな視点で燃焼を捉えることができるようにまとめたものである。 
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図 9 理科の見方動画の例 

（３） 理科の見方動画 

小学校３年生は、初めて理科を学習する学年である。児童が理科の学習に取り組みやすくなることを

目的に作成した。前述の「理科の見方ポスター」に掲載しているＱＲコードから見ることができる。 

登場人物はひろし君と博士であり、ひろし君が四つの理科の見方を自ら見出せるように、博士がアド

バイスをしていく内容になっている。図９は、先の図７「理科の見方ポスター（小学校版）」のうち、

質的・実体的な視点に関して、その捉え方を二人のやりとりを通して具体的に示したものである。内容

としては、ひろし君がなのはなの匂いについて、目で見ることはできないが、鼻で感じることができる

ことから、同じ形や色をしたなのはなの偽物を作り、本物と並べればチョウは本物にだけくるはずだと

考え、検証方法を導き出す過程の場面で構成した。 

 

（４） 思考ツール活用ポスター 

生徒がどの思考ツールを使うか、判断・選択・活用していくことを支援するものとして小学校版（次

ページ理科の学習を進める上で、「深い学び」を実現していくためには、思考ツールをいかに活用し、理

科の考え方を働かせるかということが肝要である。 

ア 理科の考え方 

児童生徒が問題解決の過程で用いる、比較、関係付け、条件制御、多面的に考えることなどといった

考え方である。学習指導要領では、問題解決の過程において、どのような考え方で思考していくかとい

う「考え方」について、これまで理科で育成を目指してきた問題解決の能力を基に整理している。 

イ 思考ツール 

思考ツールはアイデアや問題を視覚化したり、考えや情報を整理したりするために使用するものであ

り、「ベン図」や「クラゲチャート」「キャンディ・チャート」などがある。また、思考ツールは、児

童生徒が学んだことのつながりを明確にしたり、これを基に友達同士で意見を共有したりする際にも使

用できるものである。そして、児童生徒が思考ツールに書き出した内容を基に、教員が記録のための評

価をすることもできる。 
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ウ 思考ツール活用ポスター 

小学校学習指導要領解説理科編では、「深い学び」について以下のように示されている。 

「『理科の見方・考え方』を自在に働かせ、自然の事物・現象に関わることができる児童は、どのよ

うな視点で自然の事物・現象を捉え、どのような考え方で思考すればよいのかを自覚しながら、自然の

事物・現象に関わることができるということである。それは、自然の事物・現象から問題を見いだし、

予想や仮説をもち、その解決方法を考えたり、知識を関連付けてより深く理解したりすることに向かう

『深い学び』を実現することになるのである。」 

このような深い学びの実現に向けて、「思考ツール」の活用により、理科の考え方を働かせることが

できる場面がないか検討した。そこで、思考ツールそのものの特徴を説明したポスターを資料として提

示し、児童図10）と中学校版（次ページ図11）を作成した。 

また、理科の考え方（思考スキル）と思考ツールの関係を視覚化することを考え、一覧表（次ページ

図12）を作成した。これは、思考スキルと思考ツールの関係が一目でわかるようにしたものである。さ

らに、思考ツールの絵をクリックすると、ワークシートがダウンロードできるようにした。また、ポ

スター下部に掲載したＱＲコードを読み取るかクリックすると、思考ツールの「具体例」や「ワーク

シート」「スライド資料」などをダウンロードできるように工夫した。この一覧表は、児童生徒が授業

で教員から指示された思考ツールを使うのではなく、児童生徒がどの思考ツールを使うのかを選択でき

るようにしたいと考え作成したものである。この一覧表は、「思考ツール活用ポスター」のＱＲコード

からダウンロードできるようにしている。 

また、教員向けに、思考ツールの具体的な使用方法の例を示したものも作成した。これは、理科準

備室等へ掲示して活用されることを想定している（次ページ図13）。 
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図 10 思考ツール活用ポスター（小学校版） 

図 12 思考スキルと思考ツールの関係 

図 11 思考ツール活用ポスター（中学校版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 思考ツール活用ポスター（教員向け） 
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図 14 探究授業及び学習課題例一覧（小学校版）

（５） 探究授業及び学習課題例一覧 

知識を一匹の魚に例えると、授業デザイン集や各種ポスター、思考スキル等は、知識という魚を釣る

ための、竿や餌、仕掛けに相当する道具である。それに対し「探究授業及び学習課題例一覧」は、漁場

に相当し、道具を駆使してどこで探究する授業ができるのかを示したのものである。児童生徒が目を輝

かせて授業に取り組むようになるであろう学習課題の例を示すことで、より多くの教員が取り組みやす

くなることを目指している。これも小学校版（図14）と中学校版（図15）の２種類を作成した。 

３ 実態調査  

ここでは、平成30年度全国学調と小・中学校の初任者及び、中堅教員の理科指導等における実態調

査をもとに述べる。 

（１） 平成30年度全国学力・学習状況調査から 

国立教育政策研究所による平成30年度全国学調における学校質問紙調査結果資料の分析結果から、

千葉県が全国平均よりやや高い項目を以下に挙げる。 

ア 小学校 

「好奇心や意欲を喚起する工夫（次ページ図16）」「科学的体験・自然体験をする授業（次ページ図

17）」があり、小学校教員は児童の好奇心や意欲が喚起されるよう、科学的体験や自然体験の機会を増

やし、授業内容を工夫していることが考えられる。このことから、科学に対する児童の好奇心や意欲の

喚起のために、本研究の授業デザイン集及び指導資料（特に探究授業及び学習課題例一覧）を示すこと

が有効な手立ての一つであると考えられる。 

 

 

図 15 探究授業及び学習課題例一覧（中学校版）
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図 20 自由研究や課題研究などの家庭学習の 

課題を与えた（中学校） 

図19 自由研究や課題研究などの家庭学習の 

課題を与えた（小学校） 

図18 観察や実験のレポート作成方法に関する 

指導（中学校） 

図 16 好奇心や意欲を喚起する工夫（小学校） 図 17 科学的体験・自然体験をする授業（小学校） 

イ 中学校 

「観察や実験のレポート作成方法に関する指導

（図18）」がある。この結果から、千葉県の中学

校教員は、「観察・実験」「結果の処理」「考察・推

論」の各過程に関して、意識的に指導を行ってい

ることが考えられる。このことから、中学校教員

の指導技術向上に本研究の授業デザイン集及び指

導資料（特に理科の見方ポスター）を示すことが

有効な手立ての一つであると考えられる。 

ウ 小・中学校 

「自由研究や課題研究などの家庭学習の課題を与えた」項目において、小学校では全国平均より高く

（図19）、中学校では著しく高い状況であった（図20）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらから、千葉県の小・中学校教員は、自由研究や課題研究に対して特に高い意識を持っており、

長期休業期間前に、児童生徒へ本研究の授業デザイン集及び指導資料（特に理科の学習の進め方ポス

ター）を示すことが、自由研究や課題研究の完成度を高めるために有効な手立ての一つであると考え

られる。 
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図 22 小学校中堅教諭等(n =124) 

図 23 中学校初任者(n =38) 図 24  中学校中堅教諭等(n =37) 

図 21 小学校初任者(n =232) 

（２） 小・中学校の初任者及び、中堅教員の理科指導等における実態調査から 

小・中学校の教員が理科の授業を進める上で困っていることや課題などを把握するとともに、校種、

経験層特有の傾向が把握できれば、授業デザイン集や指導資料の改善に生かせると考え、アンケートに

よる実態調査を実施した。 

令和３年６月から12月の間に、小・中学校の初任者研修と、中堅教諭等資質向上研修（教職経験５～

８年目の教員対象）受講者にアンケート調査の協力を依頼し回答を得た。研修の実施時期や参加人数等

には、ばらつきがあることを前提に特徴を示す（グラフの数値は小数第一位を四捨五入した割合）。 

ア 探究授業の実践に向けて（理科の指導方法の工夫） 

探究授業の実践に向け、小学校教員には「理科の指導は自分で工夫しながら進めているか？」、中学校

教員には「課題の把握（発見）、課題の探究（追究）、課題の解決という探究の過程を意識した授業を行

っているか？」を問うた結果を図21から図24に示す。 

 

小学校中堅教諭等と中学校初任者及び中学校中堅教諭等が、「大変そう思う」や「概ねそう思う」と肯

定的に答えた割合は８割以上と高いことがわかる。しかし、小学校初任者が「全然思わない」や「あま

り思わない」と否定的に答えた割合は33％と、三人に一人いることがわかる。このことから、小学校初

任者においては、探究する授業の実践に向けて、理科の指導方法を工夫する教員の割合を更に増やすこ

とが大切であり、本研究の授業デザイン集及び指導資料（特に理科の授業の進め方ポスター）を示すこ

とが有効な手立ての一つであると考える。 
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８．理科の指導は自分で工夫しながら進めている

とても思う 少し思う

あまり思わない 全然思わない

19 

69 

13 

９ 理科の授業は自分で工夫しながら進めている。

大変そう思う 概ねそう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない

24 

59 

14 

3 

課題の把握(発見）、課題の探究（追究）、課題の解決という探

究の過程を意識した授業を行っている。

大変そう思う 概ねそう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない

5 

82 

13 

課題の把握(発見）、課題の探究（追究）、課題の解決という探

究の過程を意識した授業を行っている。

大変そう思う 概ねそう思う

あまりそう思わない そう思わない
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図 27 生物分野（小学校初任者n =449） 図 28 地学分野（小学校初任者n =449） 

図 25 物理分野（小学校初任者n =449） 

図 29 小学校中堅教諭等(n =123) 

図 26  化学分野（小学校初任者n =449） 

イ 物理・化学・生物・地学の各分野に対する不安について 

小学校初任者が理科の４分野において、どの分野に不安があるのかを問うた結果を図25から図28に示す。 

 

 

物理分野及び化学分野に対して不安が「とてもある」や「少しある」と答えた小学校初任者の割合が

９割を超えている。同様に生物分野と地学分野に対して不安が「とてもある」や「少しある」と答えた

小学校初任者の割合は８割を超えていた。これらのことから、本研究の授業デザイン集及び指導資料に

よって「理科の見方・考え方」を教員が学ぶことにより、各分野に対しての不安が少しでも軽減されるの

ではないかと考える。 

ウ 理科の見方・考え方について 

理科の授業において、「自然の事物・事象を、量

的・質的な関係や、時間的・空間的な関係などの科

学的な視点でとらえ、比較したり、関係付けたりす

るなど、いわゆる見方・考え方を意識した授業を展

開しているか？」と、小学校中堅教諭等と中学校初

任者及び中堅教諭等に問うた結果を図29から図31

に示す。 

「全くそう思わない」や「あまりそう思わない」

と否定的に回答した割合は、小学校中堅教諭等が

20％、中学校初任者が 34％、中学校中堅教諭等が

22％であった。このことから、特に中学校初任者に 
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係などの科学的な視点でとらえ、比較したり関係づけたりする

など、いわゆる「見方・考え方」を意識した授業を展開してい

る。

大変そう思う 概ねそう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない
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図 30 中学校初任者(n =38) 図 31 中学校中堅教諭等(n =37) 

図 32 小学校中堅教諭等(n =52) 

図 33 中学校初任者(n =25) 図 34 中学校中堅教諭等(n =48) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おいて、理科の見方・考え方を意識した授業を展開するために、本研究の授業デザイン集及び指導資料

（特に理科の見方ポスター）を示すことが有効な手立ての一つであると考える。 

エ 思考ツールについて 

思考ツールの使用により、「児童・生徒が思考ツールを使うことで、児童・生徒は集めた情報から自分

の考えを作り出せたと感じますか。」と、小学校中堅教諭等と中学校初任者及び中堅教諭等に問うた結果

を図32から図34に示す。 

「大変そう思う」や「概ねそう思う」と肯定的に

答えた割合は、中学校初任者では100％、中堅教諭

等では８割以上と高い割合を示した。しかしなが

ら、中堅教諭等では、「あまりそう思わない」と答え

た割合が小学校で 19％、中学校で 13％であり、児

童生徒の思考ツール使用方法における理解が進ん

でいないことが考えられる。これらのことから、さ

らに思考ツールの有効性と利便性を広く普及する

ことが必要である。そのために、本研究の授業デザ

イン集及び指導資料（特に思考ツール活用ポスター）

を示すことが有効な手立ての一つであると考える。 
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あまりそう思わない そう思わない
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自然の事物・現象を質的・量的な関係や、時間的・空間的な関

係などの科学的な視点でとらえ、比較したり関係付けたりする

など、いわゆる「見方・考え方」を意識した授業を展開してい

る。

大変そう思う 概ねそう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない
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など、いわゆる「見方・考え方」を意識した授業を展開してい

る。

大変そう思う 概ねそう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない



- 17 - 

 

オ 理科の授業を進める上での課題について 

「理科の授業を進める上で、困ったことや課題は何か」という質問に対する自由記述の回答を、ユーザー

ローカルテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）を行ったイメージを図

35に示す。これは、小・中学校の全体を統合したものである。青が名詞、赤が動詞、緑が形容詞を示して

いる。文字の大きさは出現頻

度の多さを示している。実

験、指導、薬品、実験器具、

観察、注意点、授業、手立て、

進め方といった事柄が課題

となっていることがわかる。 

さらに、自由記述をＫＪ法

を参考に分析し、校種別、経

験層別の課題をまとめると

以下の表２のようになる。 

表 2 校種別・経験別の課題 

  初任者 中堅 

小学校 
・実験方法・授業の流れ 
・導入、実験技能、薬品の取扱 

・実験方法・授業の流れ 
・導入、実験技能、薬品の取扱 
・効果的な予備実験と準備 
・理科の見方を意識した指導 

中学校 

・実験方法・授業の流れ 
・ＩＣＴ活用 
・事前準備、導入、評価、薬品の取扱を含む技能 
・理科の見方を意識した指導 
・思考ツールの理解と活用 

・実験方法・授業の流れ 
・ＩＣＴ活用 
・探究の過程を意識した授業 
・思考ツールの理解と活用 

小学校教員においては、「導入、実験技能、薬品の取扱」、中学校教員においては、「ＩＣＴ活用」と「思

考ツールの理解と活用」に課題を感じていることがわかる。 

また、校種・経験を問わず、「実験方法・授業の流れ」に課題を感じていることから、児童生徒の興味・

関心を高める導入の在り方を含めた実験・授業の実践のため、本研究の授業デザイン集及び指導資料（特

に探究授業及び学習課題例一覧）を示すことが有効な手立ての一つであると考える。 

そして、「探究の過程を意識した授業」を課題と捉えているのは、中学校の中堅教諭等だけである。中学

校の中堅教諭等は、その必要性を認識はしているが、実践は容易なものではないと捉えていると考えられ

る。このことから、本研究の授業デザイン集及び指導資料（特に理科の授業の進め方ポスター）を示すこ

とが有効な手立ての一つであると考える。 

 

Ⅴ 研究実践の成果と今後 

１ 意識調査アンケート 

（１） 概要 

本研究の授業デザイン集及び指導資料が、児童生徒の資質・能力の向上に役立つものであるかどうか、

その効果を測るために児童生徒向けアンケート「事前調査」及び「事後調査」（質問内容は事前調査と同

様）を、令和４年７月から11月の間に行った。事前調査（小学校n =334 中学校n =219）は、本研究

図 35 自由記述の計量テキスト分析（イメージ） 
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図 36 小学生向けアンケート 

図 38 教員向けアンケート 

図 37 中学生向けアンケート 

の授業デザイン集及び指導資料を使用する前のもので、事後調査（小学校n =338 中学校n =203）は、

本研究の授業デザイン集及び指導資料を使用した後のものである。 

なお、アンケートは小学生向け（図36）と中学生向け（図37）と分けて行った。また、本研究の授業

デザイン集及び指導資料が、教員の指導力向上に寄与するものであるかどうか、その効果を測るために

教員向けのアンケート（n =11）も実施した（図38）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学校名を答えて下さい。

2 クラスを答えて下さい。　※Ａ組は１組とする

3 何年生ですか？　※小３～小６で選択

4 理科で学習したことで、もっと調べたいと思ったことはありますか？

5 理科のじゅぎょうで、かんさつ・じっけんをすることは好きですか？

6 ふだんの生活において、理科に関係していることでもっと知りたいことはありますか？

7 よそうをたしかめるために、かんさつ・じっけんのやり方を、自分で考えますか？

8 よそうとけっかがちがったとき、かんさつ・じっけんのやり方をたしかめたり、見直したりしていますか？

9 じっけんなどのけっかは、１つだけだと思いますか？

10 かんさつやじっけんのけっかから、わかったことをまとめられますか？

11 友達と話し合うとき、自分の考えを友達にわかりやすく伝えることができますか？

12 友達と話し合うとき、友達の考えはよくわかりますか？

13 友達と話し合うことで、自分の考えがかわったり、くわしくなったりしますか？

14 まとめの時間、他に言えることはないか、考えていますか？

15 理科で学習したことを、ほかのべんきょうに使ったり、役立ったりしそうですか？

16 どうして１５のように思いましたか？

17 理科の学習は大切だと思いますか？

解答　１．そう思う　　２．どちらかといえばそう思う　

　　　３．どちらかといえばそう思わない　　　４．思わない

小学生向け

1 学校名を答えて下さい。

2 クラスを答えて下さい。　※Ａ組は１組とする

3 何年生ですか？　※中１～中３で選択

4 理科の授業で、知識を理解したことから、新しい疑問がうまれたことはありますか？

5 理科の授業で、観察・実験することは好きですか？

6 自然の事物・現象をもっと知りたいと思いますか？

7 予想や仮説を確かめるための、観察・実験の方法を自分で考えますか？

8 予想や仮説と観察・実験の結果が違ったとき、やり方を振り返ったり見直したりすることはありますか？

9 実験の結果は一つあれば十分だと思いますか？

10 観察・実験の結果から、自分の考えを持つことができますか？

11 友達と話し合いながら考えを深めるとき、自分の意見をわかりやすく相手に説明することができますか？

12 友達と話し合いながら考えを深めるとき、相手の考えはよくわかりますか？

13 友達と話し合うと、自分の考えが広がったり深まったりすると思いますか？

14 考察やまとめのとき、他に言えることがないか考えますか？

15 理科の学習で身に付けた力などは、他の学習で活用（使えそう・役立ちそう）できますか？

16 前の問いで、どうしてそのように思いますか？（自由記述）

17 理科の学習は大切だと思いますか？

解答　１．そう思う　　２．どちらかといえばそう思う　

　　　３．どちらかといえばそう思わない　　　４．思わない

中学生向け

1 学校名を答えて下さい。

2 理科の授業を担当している学年を答えて下さい。

3 理科の授業を担当しているクラスを答えてください。（Ａ組は１組とします。）

4 「理科の学習の進め方ポスター」は見やすいですか？

5 「理科の学習の進め方ポスター」は、授業で参考にした機会がありますか？

6 「理科の学習の進め方ポスター」は、授業で使用した機会がありますか？

7 「理科の学習の進め方ポスター」に、ＱＲコードでどんな情報を載せて欲しいですか？（自由記述）

8 「理科の学習の進め方ポスター」を見て、学習の進め方を以前よりも意識して取り組むようになりましたか？

9 「思考ツール活用ポスター」は見やすいですか？

10 「思考ツール活用ポスター」は、授業で参考にした機会がありますか？

11 「思考ツール活用ポスター」は、授業で使用した機会がありますか？

12 「思考ツール活用ポスター」により、子どもに考えさせる場面で、手立てが広がりましたか？

13 「理科の見方トレーニングポスター」は見やすいですか？

14 「理科の見方トレーニングポスター」は、授業で参考にした機会がありますか？

15 「理科の見方トレーニングポスター」は、授業で使用した機会がありますか？

16 「理科の見方トレーニングポスター」により、理科の見方を意識した授業を展開するようになりましたか？

17 各ポスターについて、意見があれば書いて下さい（自由記述）

18 「探究授業及び学習課題」は、授業で参考にした機会がありますか？

19 「探究授業及び学習課題」は、授業で使用した機会がありますか？

20 「探究授業及び学習課題」について、意見があれば書いて下さい（自由記述）

21 「探究授業及び学習課題」によって、授業研究をしましたか？

22 「探究授業及び学習課題」によって、掲載した内容以外に、自分で授業のアイデアを思いつきましたか？

23 「授業デザイン」は見やすいですか？

24 「授業デザイン」は、授業で参考にした機会がありますか？

25 「授業デザイン」は、授業で使用した機会がありますか？

26 「授業デザイン」について、意見があれば書いて下さい（自由記述）

27 「授業デザイン」について、他の単元についても同じように、授業のデザインを考えましたか？

解答　１．そう思う　　２．どちらかといえばそう思う　

　　　３．どちらかといえばそう思わない　　　４．思わない

教員向け
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図 39 小学生 図 40 中学生 

図 41 小学生 図 42 中学生 

（２） 結果 

ア 児童生徒向けアンケート「事前調査・事後調査」（グラフの数値は小数第一位を四捨五入した割合） 

（ア）理科の学習の進め方について 

児童生徒に、「理科の授業で知識を理解したことから、新しい疑問がうまれたことがあるか」を問うた

結果を図39と図40に示す。 

 

 小学生では、「そう思う」と答えた割合が、事前では36％だったが事後には48％と12ポイントの増加

が見られた。中学生でも、「そう思う」と答えた割合が、事前では30％だったが事後には39％と９ポイ

ントの増加が見られた。これらのことから、本研究の授業デザイン集及び指導資料（特に探究授業及び

学習課題例一覧）を示すことで、理科の学習の進め方における、最初の過程である「疑問に思う」こと

ができる児童生徒の増加につながったと考えられる。 

（イ）理科の見方・考え方について 

次に、予想や仮説を確かめるための、実験・観察の方法を自分で考えるかを問うた結果を図41と図42

に示す。 

 

小学生では、「そう思う」や「どちらかといえばそう思う」と肯定的に答えた割合が、事前では72％だ

ったが事後には80％と８ポイントの増加が見られた。このことから小学生に対しては、本研究の授業デ

ザイン集及び指導資料（特に理科の見方ポスター）を示すことが、観察・実験の方法を自分で考える際

に、有用であることが考えられる。しかし、中学生では、肯定的に答えた割合は微減した。このような

状況から、中学生に対しては、本研究の授業デザイン集及び指導資料を示すこと以外の、別の手立てが

必要であると考えられる。 

次に、考察やまとめのとき、他に言えることがないか考えているかを問うた結果を次ページ図43と図

44に示す。 

 小学生においては、「そう思う」と肯定的に答えた割合が、事前では28％だったが事後には32％と４

ポイント増加した。 

同様に、中学校においては、事前では23％だったが事後には30％と７ポイント増加している。これらの
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図 43 小学生 図 44 中学生 

図 45 小学生 図 46 中学生 

図 47 小学生 図 48 中学生 

ことから、本研究の授業デザイン集及び指導資料（特に理科の見方ポスター）を示すことが一つの結果

を多面的に捉え様々な考察をするための視点を備えた児童生徒の増加につながったと考えられる。 

 

（ウ）対話的な学びについて 

 次に、友達と話し合いながら考えを深めるとき、自分の意見をわかりやすく相手に説明することがで

きるかを問うた結果を図45と図46に示す。 

  

小学生では、「そう思う」と肯定的に答えた割合が事前の21％から事後では30％と９ポイント増加し

た。中学生でも「そう思う」と肯定的に答えた割合が、事前では17％だったが事後には26％と９ポイン

トの増加が見られた。これらのことから、話し合いの時に「思考ツール」を使うことにより、小・中学

生は自分の考えを整理し、相手に伝えやすくなったのではないかと考える。 

 また、友達と話し合いながら考えを深めるとき、相手の考えはよくわかるかを問うた結果を図47と図

48に示す。 

 

 小学生では、事前事後の「そう思う」や「どちらかといえばそう思う」と肯定的に答えた割合は微増

した。中学生では「そう思う」と答えた割合に８ポイントの増加が見られた。これらのことから、小・
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図 50 中学校 

図 51 小学校 図 52 中学校 

図 49 小学生 

中学生は、話し合いによって相手の考えがよくわかるようになることはすでに認識しており、特に中

学生においては、「思考ツール」を使うことで、整理された話を円滑に伝えることができるようになっ

たのではないかと考えられる。 

次に、友達と話し合うと、自分の考えが広がったり深まったりすると思うかを問うた結果を図49と

図50に示す。 

 

小学生では、事前事後の「そう思う」や「どちらかといえばそう思う」と肯定的に答えた割合は微増

した。中学生では「そう思う」と答えた割合に９ポイントの増加が見られた。これらのことから、考え

を深めるとき、「自分の考えを話す」ことや「相手の考えを聞く」というコミュニケーションを取るこ

とが有意義であり、その時に本研究の授業デザイン集及び指導資料（特に思考ツール活用ポスター）を

示すことが、より円滑なコミュニケーションに役立っているのではないかと考える。   

（エ）理科で身に付けた力の活用について 

 次に、理科の学習で身に付けた力などは、他の学習で活用（使えそう・役立ちそう）できるかを問う

た結果を図51と図52に示す。 

  

小学生では、「そう思う」と答えた割合に６ポイントの増加が見られたが、中学生では「どちらかとい

えばそう思う」と答えた割合に６ポイントの減少が見られた。 

そのため、同様の質問に対して、その理由を自由記述した回答を、ユーザーローカルテキストマイニ

ングによる共起分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）を行ったイメージを次ページ図53から図

56に示す。 

図中の単語は共起語といい、ある単語と同時もしくは頻繁に出現する単語のことを指している。また、

図中において、出現する共起語の出現パターンが似たものを線で結び描画している。併せて、出現数の

多い共起語は大きく、共起の程度が強いものは太い線で描画している。 
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図 53 小学校 事前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校の事前事後を比較した上図の結果から次の２点が読み取れる。 

①「理科」が漠然と「役立つ」「生かせる」「使う」ことができると考えていたが、「理科」が「普段の

生活」に「役立つ」、または「普段の生活」に「使う」ことができると気付き始めた。また、「理科」

を「習う」ことは「生かせる」と気付き始めた。 

②事前には出現していない「詳しい」と「調べる」が、事後には新しく出現し、組み合わせて考える

ようになった。 

図 54 小学校 事後 
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図 55 中学校 事前 

図 56 中学校 事後 

これらのことから、本研究の授業デザイン集及び指導資料（特に理科の見方ポスター）を示すことで、

理科の学習で身に付けた力などは、他の学習で活用できると捉えている児童や、普段の生活に生かせる

ことができる（役立つ）と捉えている児童の増加につながったと考えられる。また、本研究の授業デザ

イン集及び指導資料（特に思考ツール活用ポスター）を示すことで、理科の学習で身に付けた力などに

より、自然の事物・現象を詳しく調べることができると捉えている生徒の増加につながったと考えられ

る。 
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中学校の事前事後を比較した前ページ図の結果から次の２点が読み取れる。 

①「理科」の「学習」を「生かす」ことが「普段の生活」に「役立つ」と気付き始めた。 

②「国語」や「数学」の「問題」を解くときに、「実験」「結果」「考察」の過程を経ると「まとめやすい」

と気付き始めた。特に、「数学」についてはこれらが「使える」ことを、「国語」については「説明」

に利用することが意識されてきたと考える。 

これらのことから、本研究の授業デザイン集及び指導資料（特に理科の学習の進め方ポスター）を示

すことで、普段の生活に理科が生かせる（役立つ）と捉えている生徒の増加や、理科の学習における「実験」

「結果」「考察」の過程は、他の学習で活用できると捉えている生徒の増加につながったと考えられる。 

 さらに、理科の学習で身に付けた力などは、他の学習で活用（使えそう・役立ちそう）できるかを問

うた結果の中には、次のような記述も見られた。 

【小学生】 

・理由は、理科はいろいろな科学の基本を習うし、将来つく仕事によっては使うことがあるかもしれ

ないからです。 

・実験方法を考えることは、問題の解き方を考えるのと似ているし、まとめを考えるのは、答えを見

直すことと似ているからです。 

・理科の実験は、こうやったらどうなるかを調べられるので、色々な場面で使えると思う。 

・理科の「考えよう」や「まとめを伝えよう」などの進め方は他の学習でも使えそうだから。 

・生活の中で当たり前に起きていることの根拠、理論がわかるから。 

【中学生】 

・説明する力とか、考察する時の深く考える力とか使えそうだから。 

・災害などに遭った時に理科の知識を身に付けておけば、万が一に備えられると思うからです。 

・考察力が高まって考え方が変わると思うから。 

・考察する事は多くの学習で使えるとおもったから。 

・結果から考えを出す力は色々な教科で使えるから。 

・仮説を立て、班と協力して実験することで協調性が生まれると思うから。 

・思考力が上がると思ったから。 

・自分で仮説を立てたりする力や、予想する力は他の教科でも必要になってくると思うし、何より自

分で相手に話すことで会話力や自立する姿勢が育つことが見込めると思う。 

・考えたりすることがコミュニケーションにつながると思ったから。 

・理科では自分の考えを伝え、他人の考えを理解する必要があるので、他の学習でも生かせると思う。 

・理科の実験結果などに結びつく理由を考える力は、他の教科でも役立つと思っているから。 

・国語の文章を読むときや数学の文章問題で、理科で習った言葉が出てきたときに理解しやすくなる。

また、実験結果から考える力が物事を論理的に考える力につながると思う。 

 記述を見ると、「予想」することや、「結果」から「考察」することは、理科だけでなく他教科でも大

切だと考えている記述が多くあったことは成果の一つとして考えられる。また、コミュニケーションを

図ることで、自分の考えを説明する力や、深く考える力が養われ、自立しようとする姿勢が育つと考え

ている記述が多くあったことも成果の一つと考えられる。 
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図 58 参考の有無 

図 59 使用の有無 

図57 見やすさ 

図 60 理科の学習の進め方を意識した取組 

イ 教員向けアンケート（グラフの数値は小数第一位を四捨五入した割合） 

「理科の学習の進め方ポスター」について、「見やすいか」「参考にしたか」「使用したか」「学習の進

め方を意識して取り組んだか」を問うた結果を図57から図60に示す。 

 

 

 

 

 

 アンケートに答えた全員が、「参考にしたか」「使用したか」「学習の進め方を意識して取り組んだか」

について、「そう思う」や「どちらかといえばそう思う」と肯定的な回答であったことにより、理科の学

習の進め方ポスターについて、好評を得ることができたと考える。また、「見やすさ」においては「思わ

ない」と否定的に答えた回答が１割程度であったため、第２回研究協力員会議で議題として取り上げ、

配色や字体を変えて改善を図った。 
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「理科の学習の進め方ポスター」は見やす

いですか？

そう思う
どちらかといえばそう思う
とちらかといえばそう思わない
思わない

55

45

「理科の学習の進め方ポスター」は、授業

で参考にした機会がありますか？

そう思う
どちらかといえばそう思う
とちらかといえばそう思わない
思わない

27

73

「理科の学習の進め方ポスター」を見て、

学習の進め方を以前よりも意識して取り組

むようになりましたか？

そう思う
どちらかといえばそう思う
とちらかといえばそう思わない
思わない

73

27
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で使用した機会がありますか？
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とちらかといえばそう思わない
思わない
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18

45

18

18

「思考ツール活用」ポスターにより、子供に

考えさせる場面で、手立てが広がりました

か？

そう思う
どちらかといえばそう思う
とちらかといえばそう思わない
思わない

図 62 参考の有無 

図 64 手立の広がり 

図 61 見やすさ 

図 63 使用の有無 

 「思考ツール活用ポスター」について「見やすいか」「参考にしたか」「使用したか」「考えさせる場面

で手立てが広がったか」を問うた結果を図61から図64に示す。 

 

 

 

  
 

 

 「思考ツール活用ポスター」について「見やすいか」「参考にしたか」「使用したか」という質問に対

して、「そう思う」や「どちらかといえばそう思う」と肯定的に答えた割合は、７割から８割程度であっ

た。思考ツール活用ポスターについて、概ね好評を得ることができたと考えるが、「子供に考えさせる場

面で、手立てが広がったか」の評価が低いことがわかる。このため、「思考ツールの使い方の具体例」や

紙媒体及び端末で使用できるデジタル媒体の「ワークシート」などをＱＲコードから読み取ることがで

きるように改善し、児童生徒がどの思考ツールを使用するのかを選択できるようにした。 
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思わない
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思わない
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図 66 参考の有無 

図 68 理科の見方を意識した授業展開 

図 65 見やすさ 

図 67 使用の有無 

 「理科の見方ポスター」について「見やすいか」「参考にしたか」「使用したか」「理科の見方を意識し

た授業を展開したか」を問うた結果を図65から図68に示す。 

 

 

 

 

  

「参考にしたか」「理科の見方を意識した授業を展開したか」について、アンケートに答えた全員が、

「そう思う」や「どちらかといえばそう思う」と肯定的に回答したことにより、理科の見方ポスターに

ついて、好評を得ることができたと考える。また、「見やすいか」と「使用したか」について、「どちら

かといえばそう思わない」と否定的に答えた回答が１割程度であったため、第２回研究協力員会議にお

いて、議題として取り上げ、字体やポスター間での共通性において改善を図った。さらに、本ポスター

に掲載しているＱＲコードから視聴できる「理科の見方動画」を作成しているときに、小学生にもわか

りやすい言葉の表現にするべきとの指摘があり、「体の構造」を「体のしくみ」に変えるなど改善を図った。 
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た機会がありますか？

そう思う
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36
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を意識した授業を展開するようになりました

か？

そう思う
どちらかといえばそう思う
とちらかといえばそう思わない
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図 70 使用の有無 図 69 参考の有無 

図 71 授業研究の有無 図 72 授業アイデアの考案 

 「探究授業及び学習課題例一覧」について「参考にしたか」「使用したか」「授業研究をしたか」「自分

で授業のアイデアを考えたか」を問うた結果を図69から図72に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「探究授業及び学習課題例一覧」を「参考にしたか」、または「使用したか」を問うた質問（図69・図

70）に対して、「そう思う」や「どちらかといえばそう思う」と肯定的に答えた割合は、ほぼ８割となっ

ており、概ね好評を得ることができたと考える。 

しかし、「探究授業及び学習課題例一覧」によって授業研究をしたり、授業のアイデアを考えたりした

かを問うた質問（図71・72）に対して、肯定的に答えた割合は、５割から６割程度であった。このため、

より詳細な情報や画像を掲載することにより、教員が探究する授業を実践したいと思えるような「探究

授業及び学習課題例一覧」に改善していく必要があると考える。 

また、「探究授業及び学習課題例一覧」に対する自由記述では、次のようなものも見られた。 
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「探究授業及び学習課題例一覧」に掲載し

た内容以外に、自分で授業のアイデアを思

いつきましたか？

そう思う
どちらかといえばそう思う
とちらかといえばそう思わない
思わない

・演示実験で済ませたり、簡単な説明で終わらせたりするなど、逃げ道を作らず、手間をかけて地道

に取り組むことが最終的には探究授業の近道と感じています。 

・探究授業の方は理科の見方が児童と教員ともに育っていないと、なかなか使い方が難しいと感じました。 
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て、授業研究をしましたか？
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思わない

45

36

18

「探究授業及び学習課題例一覧」は、授業で

参考にした機会はありますか？

そう思う
どちらかといえばそう思う
とちらかといえばそう思わない
思わない



- 29 - 

 

図 74 参考の有無 

図 76 他の単元での考案 図 75  使用の有無 

図 73 見やすさ 

このことから、探究授業を実践するには児童生徒と教員の双方が学んでいくことが重要であり、「探究

授業及び学習課題例一覧」等を利用して、手間をかけて地道に授業研究やアイデアを考えることが探究

授業への一番の近道であると考えられる。 

「授業デザイン集」について「見やすいか」「参考にしたか」「使用したか」「他の単元で授業デザイン

を考えたか」を問うた結果を図73から図76に示す。 

 

 

 

 

 

「授業デザイン集」について「見やすいか」「参考にしたか」「使用したか」という質問に対して「そ

う思う」や「どちらかといえばそう思う」と肯定的に答えた割合は、７～８割程度であったことから、

授業デザイン集について、概ね好評を得ることができたと考える。しかし、「他の単元についても授業デ

ザインを考えたか」と問うた質問に対して、「思わない」や「どちらかといえば思わない」と否定的に答

えた割合は36％であった。このことから、授業デザイン集の活用促進に向けて、より多くの単元で授業

デザイン集を作成する必要があると考える。 

 

２ より効果的な指導を目指して 

「授業デザイン集」および「指導資料」を実際に使用した検証において、理科の学習の進め方におけ
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とちらかといえばそう思わない
思わない



- 30 - 

 

る、最初の過程である「疑問に思う」ことができる児童生徒や、一つの結果を多面的に捉え、様々に考

察する視点を備えた児童生徒の増加につながったことは、大変有意義なことと考える。今後、関係する

研修などにおいて、本研究の成果を紹介するとともにアンケート調査を実施するなどして、改善を加え

ながら「授業デザイン集」および「指導資料」の完成度を高めていきたい。 

また、県内公立小・中学校及び特別支援学校（小・中学部）に本研究の成果であるポスターを今年度

配付した。そして、その使用状況を、次年度の「千葉教育」に紹介することにより、本研究の成果をさ

らに県内に広め、ポスターの活用促進を図っていきたい。 
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 本研究の成果物および概要は、右のＱＲコードまたは下記アドレスよりご覧ください。 
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抄 録 文 

 

 

千葉県総合教育センター研究報告第４５７号 

  ※本調査研究の「研究報告書」及び研究成果物は、千葉県総合教育センターWebサイトより 

ダウンロードすることができます。 

 

テーマ   小・中学校理科における科学的に探究する学習の進め方に関する研究 

研究対象校 小・中学校 

研究領域  教育内容・教育方法 資質・能力 

 

 当センターカリキュラム開発部科学技術教育担当が行った令和２年度から４年

度の３年間にわたった調査研究において、小・中学校理科における、科学的に探究

する学習に有効な７つの授業デザイン集と５つの指導資料を開発した。 

 

【検索語】 探究学習、変容、資質・能力、指導方法、理科の見方・考え方 

学習の進め方、思考ツール、思考スキル、学習課題、授業デザイン 

指導資料 
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